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友
情
資
産
五
〇
年

事
業

村む
ら

林ば
や
し

　
裕ゆ

た
か（
友
情
資
産
五
〇
年
事
業

実
行
委
員
長
・
一
九
七
六
商
）

一
一
七
三
田
会
（
一
九
七
六
年
卒
業
・
代
表

迫
本
淳
一
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
冒
頭
文
で

す
。「
二
五
年
前
、
私
た
ち
は
「
友
情
資
産
」

に
気
づ
き
ま
し
た
。
卒
業
か
ら
五
〇
年
、
改

め
て
想
い
ま
す
。
友
情
資
産
は
生
か
さ
れ
て

活
き
る
生
き
物
だ
と
。
鍵
を
か
け
て
し
ま
っ

た
ま
ま
の
友
情
資
産
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

素
敵
な
記
憶
に
風
を
送
り
、
光
を
当
て
、
目

覚
め
さ
せ
る
機
会
が
や
っ
て
き
ま
し
た
」。

私
た
ち
は
、
卒
業
五
〇
年
事
業
を
「
友
情

資
産
の
再
発
見
」
と
し
て
展
開
し
ま
し
た
。

卒
業
二
五
年
時
に
「
友
情
資
産
」
と
い
う
言

葉
を
創
作
し
、
福
澤
記
念
育
林
資
金
と
し
て

寄
付
を
し
、
那
須
黒
羽
町
に
「
友
情
資
産
二

五
年
の
森
」
の
植
林
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
二
五
年
、
ま
だ
木
材
と
し
て
の
利
用
に

は
至
り
ま
せ
ん
が
、
立
派
に
森
と
し
て
成
長

し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
友
情
資
産
五
〇
年
事
業
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
①
「
集
う
」
と
し
て
、
ク

ラ
ス
会
を
一
つ
で
も
多
く
開
催
し
、
さ
ら
に

ゼ
ミ
・
研
究
室
・
サ
ー
ク
ル
の
同
期
会
を
開

催
す
る
、
②
毎
月
一
回
、
同
期
を
講
師
と
す

る
講
演
会
を
開
催
す
る
、
③
募
金
を
行
い
、

慶
應
義
塾
に
寄
付
を
す
る
、
の
三
つ
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
①
②
を
通
じ
て
、

五
千
名
す
べ
て
の
方
に
当
事
業
の
こ
と
を
伝

え
、
一
人
で
も
多
く
、
で
き
れ
ば
全
員
が
三

つ
の
内
ど
れ
か
に
参
加
し
、
そ
の
上
で
四
月

一
日
に
記
念
館
に
集
い
、入
学
式
に
参
列
し
、

塾
歌
を
歌
う
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

講
演
会
の
講
師
（
す
べ
て
同
期
）
は
、
出

講
順
に
、元
防
衛
大
学
校
校
長
國
分
良
成
君
、

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
阿
川
佐
和
子
君
、
日
本
の
Ｉ

Ｐ
産
業
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
藤
村
哲
哉
君
、

「
だ
れ
で
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
へ
」
と

題
し
て
須
田
裕
之
君
、
藤
堂
栄
子
君
、
伊
東

久
美
子
君
、「
幸
齢
化
と
向
き
合
う
」
医
学

部
の
岩
田
敏
君
、
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
ま
ち

づ
く
り
ま
で
手
が
け
る
野
村
龍
太
君
、
環
境

管
理
型
林
業
の
先
駆
者
速
水
亨
君
、
元
ザ
・

タ
イ
ガ
ー
ス
人
見
豊
君
、
大
宰
府
天
満
宮
前

宮
司
西
高
辻
信
良
君
。
一
人
一
人
の
内
容
を

記
載
で
き
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
国
防
に
始
ま

り
、
身
の
回
り
の
社
会
問
題
を
学
び
、
そ
し

て
「
変
わ
ら
な
い
た
め
に
変
わ
り
続
け
る
」

と
い
う
名
言
で
締
め
た
講
演
は
、
い
ず
れ
も

充
実
し
て
お
り
、
同
期
の
誇
り
を
感
じ
る
毎

回
で
し
た
。

二
年
前
に
準
備
を
開
始
し
た
際
、「
卒
業

五
〇
年
事
業
＝
募
金
と
な
ら
ず
に
、
一
人
で

も
多
く
の
方
が
何
ら
か
の
形
で
参
加
で
き
る

事
業
に
し
よ
う
」「
募
金
は
強
要
せ
ず
、
先

輩
方
の
数
字
を
意
識
せ
ず
、金
額
で
は
な
く
、

募
金
参
加
者
の
人
数
を
増
や
そ
う
」
の
二
点

を
基
本
と
し
ま
し
た
。

「
三
田
評
論
」
五
月
号
の
芳
名
記
載
ま
で

募
金
者
の
名
前
は
一
切
明
か
さ
ず
、
学
部
別

ク
ラ
ス
別
の
募
金
実
績
（
人
数
・
金
額
）
表

を
作
成
し
な
い
と
し
ま
し
た
。「
寄
付
を
す

る
／
し
な
い
を
自
分
で
考
え
る
」「
寄
付
金



5　丘の上

額
を
自
分
で
考
え
る
」
を
最
後
ま
で
徹
底
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、「
募
金
の
お
願
い
の
歌
」

を
作
っ
て
、
各
ク
ラ
ス
会
に
出
席
し
て
く
れ

た
方
が
い
ま
す
。
強
要
で
は
な
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
金
額
の
こ
と
を

口
に
し
な
い
私
に
対
し
「
心
配
す
る
な
」
と

言
っ
て
、
誰
に
も
知
ら
れ
ず
に
高
額
の
寄
付

を
し
て
く
れ
た
方
が
い
ま
す
。
一
、
二
一
〇

名
の
方
か
ら
五
、
二
一
〇
万
円
を
頂
き
ま
し

た
。「
慶
應
義
塾
ら
し
い
」
と
心
か
ら
感
じ

ま
し
た
。

講
演
会
の
毎
月
開
催
は
膨
大
な
人
力
が
か

か
り
ま
す
。
ク
ラ
ス
会
、
ゼ
ミ
・
研
究
室
・

サ
ー
ク
ル
の
同
期
会
の
開
催
に
は
、
そ
の
数

の
「
幹
事
さ
ん
」
の
ご
苦
労
が
あ
り
ま
す
。

名
簿
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
Ｈ
Ｐ
の
運
営
担
当

者
は
、
一
年
間
毎
日
作
業
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
友
情
の
再

発
見
」
に
は
、
こ
う
し
た
方
々
の
ご
尽
力
が

あ
り
ま
し
た
。

五
千
名
全
員
に
発
送
し
た
「
事
業
の
ご
案

内
第
四
弾
（
昨
十
一
月
）」
に
、
入
学
式
で

は
「
塾
歌
を
友
と
高
ら
か
に
」
と
大
き
な
文

字
で
書
き
ま
し
た
。「
事
業
の
ご
報
告
と
御

礼
（
三
月
）」
に
は
、「
入
学
式
ま
で
に

Y
ouT
ube

で
塾
歌
を
三
番
ま
で
練
習
し
、

七
〇
歳
パ
ワ
ー
で
歌
い
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
入
学
式
に
お
招
き
に
与
り
、

一
、
四
〇
〇
名
を
超
え
る
一
一
七
会
員
が
集

い
、
新
入
生
の
息
吹
と
、
塾
歌
を
声
高
ら
か

に
歌
え
る
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。
涙
が
溢
れ

た
と
の
感
想
を
何
人
も
の
方
か
ら
聞
き
ま
し

た
。友

情
資
産
は
、
こ
こ
が
終
点
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
四
月
一
日
以
降
、
こ
の
原
稿
を
書
い

て
い
る
五
月
中
旬
ま
で
の
期
間
に
、
既
に
何

件
も
の
同
期
の
集
ま
り
が
開
催
さ
れ
た
こ
と

を
聞
い
て
い
ま
す
。
友
情
資
産
の
森
の
成
長

を
楽
し
み
に
、
ま
す
ま
す
「
集
い
」
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。


